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親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
を
終
え
て

門
徒
宗
会
議
員
（
長
照
寺
門
信
徒
会
副
会
長
）
桑
原　

明
文

　
昨
年
四
月
九
日
か
ら
足
掛
け
九
ヶ
月
、

六
十
五
日
間
に
及
ん
だ
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

大
遠
忌
法
要
が
一
月
十
六
日
の
ご
満
座
法
要
を

迎
え
、
無
事
円
成
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
約

四
十
六
万
人
の
参
拝
者
で
京
都
本
山
は
賑
わ
い

ま
し
た
。
東
京
教
区
静
岡
東
組
も
九
月
十
一
日

か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
、
百
二
十
五
名
の
皆

さ
ん
が
団
体
参
拝
さ
れ
、
五
十
年
に
一
度
の
ご
勝
縁
に
合
わ
せ
て
戴
き
、
長
照
寺

か
ら
も
三
十
五
名
が
参
拝
さ
れ
私
も
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
更
に
、九
月
十
一
日
と
一
月
十
五
日
の
二
回
に
亘
り
門
徒
宗
会
議
員
と
し
て「
縁

起(

お
ね
り)

」
に
出
勤
し
、
ま
た
と
な
い
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
三
月
十
一
日
は
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
命
の
重
さ
や
尊
さ

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
念
仏
は
仏
様
の
知
恵
と
慈
悲
で
あ
る
。
念

仏
を
通
し
て
自
分
の
愚
か
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
と
き
に
慈
悲
の
心
を
い
た
だ
き
、

本
当
に
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
心
が
起
こ
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
を
思
う
と
き
、「
悲
し
く
、
辛
い
け
れ
ど
、
こ
の
命
は
生
か
さ
れ
て

い
る
。
念
仏
は
悲
し
み
や
苦
し
み
を
取
り
去
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

無
常
の
世
の
中
を
強
く
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。」

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
念
仏
申
す
は
「
生
か
さ
れ

た
命
だ
か
ら
大
切
に
生
き
て
ほ
し
い
」と
い
う
仏
様
の
呼
び
声
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

念
仏
の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
共
有
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
、こ
の
世
の
中
は
、世
界
で
は
今
な
お
紛
争
が
続
き
、国
内
に
お
い
て
も
「
格

差
社
会
」「
無
縁
社
会
」
や
、「
自
死(

自
殺)

」「
孤
独
死
」
の
問
題
な
ど
、
私
た

ち
の
社
会
に
は
深
刻
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
中
は
、「
無
常
で
あ
り
生
老
病
死
は
わ
が
身
の
こ
と
だ
と
。
生
き
て
い

る
の
で
は
な
い
、
生
か
さ
れ
て
い
る
命
で
あ
る
。
い
た
だ
い
た
命
を
完
全
燃
焼
す

る
こ
と
が
人
生
で
あ
る
。」
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
今
一
度
自
分
に

問
い
質
す
機
会
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
お
寺
は
伝
道
教
化
の
根
本
道
場
で
あ

り
ま
す
。
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠

忌
法
要
を
終
え
、
五
十
年
後
の
八
百
回

忌
に
向
け
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
が
、

さ
ら
に
伝
わ
る
よ
う
私
た
ち
は
命
の
尊

さ
に
め
ざ
め
、
念
仏
申
す
日
暮
ら
し
を

通
し
て
、
生
か
さ
れ
て
い
る
人
生
を
精

一
杯
生
き
ぬ
か
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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門
信
徒
会
親
睦
一
泊
研
修
旅
行
（
下
田
）

お
吉
祭
り（
唐
人「
お
吉
」追
悼
法
要
）

　
参
拝
研
修
一
泊
二
日
に
参
加
し
て
　

門
信
徒
（
世
話
人
）　
長
島　

政
信

　「
唐
人
お
吉
」
こ
と
〝
齋
藤
き
ち
〟
の
生
い
た
ち
は
、
一
八
四
一
年
十
二
月

二
十
二
日
（
天
保
十
二
年
）
愛
知
県
南
知
多
町
に
二
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
一
家
は
下
田
に
移
り
住
む
。
立
ち
振
る
舞
い
非
常
に
良
く
十
四
歳
で
芸

者
と
な
り
お
吉
と
名
乗
る
。
一
八
五
七
年
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
の
体
調
不
良

に
と
も
な
い
介
護
と
し
て
つ
か
え
る
身
と
な
る
。

　
幕
末
の
鎖
国
・
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
が
強
く
、
ハ
リ
ス
に
仕
え
た
期
間
は
僅

か
で
し
た
が
、「
唐
人
お
吉
」
と
、
の
の
し
ら
れ
下
田
に
居
れ
ず
横
浜
に
流
れ
、

人
生
が
一
変
す
る
。
以
後
下
田
に
戻
り
小
料
理
屋
を
開
く
が
、
酒
に
溺
れ
倒
産
。

乞
食
と
な
り
明
治
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日
稲
生
沢
川
の
お
吉
ヶ
淵
で
川
へ
身
を

投
げ
、
五
十
年
の
命
を
絶
つ
。

　
下
田
の
人
間
は
死
後
も
お
吉
に
冷
た
く
、
亡
き
が
ら
も
放
置
さ
れ
哀
れ
に
思
っ

た
宝
福
寺
の
住
職
が
境
内
の
一
角
に
お
吉
を
丁
重
に
葬
っ
た
。

《
宝
福
寺
で
前
夜
祭
・
追
悼
法
要
と
二
日
間
研
修
参
加
》

前
夜
祭
二
十
六
日

一
、
学
精
流
日
本
吟
院
下
田
岳
精
会
の
詩
吟
三
十
分
披
露

二
、
竹
岡
住
職
の
特
別
講
話

　
　「
お
吉
菩
提
寺
住
職
が
語
る
お
吉
秘
話
」

　
　
哀
れ
に
思
っ
た
前
々
住
職
、
当
時
の
悪
風
習
に
、

　
た
ち
　
向
か
い
お
吉
を
葬
り
、
寺
も
犠
牲
に
し
て

　
仏
の
道
を
貫
い
た
話
（
そ
の
後
寺
は
再
興
さ
れ
た
）

三
、
ハ
ー
プ
演
奏　

中
野
智
香
子
演
奏

　
　
お
吉
を
忍
ん
で
、
ハ
ー
プ
の
調
べ
五
十
分
　
さ
く
ら
　
幻
想
曲
　
他
約
十
曲 

お
吉
ヶ
淵
法
要
二
十
七
日
十
時
～

　
　
お
吉
が
最
後
に
身
を
投
げ
た
下
田
蓮
台
寺
の
稲
生
沢
川
の
淵
（
お
吉
ヶ
淵
）

　
で
宝
福
寺
住
職
・
長
照
寺
住
職
の
読
経
に
よ
る
法
要
が
行
わ
れ
、
芸
者
・
関
係

　
者
・
一
般
人
等
数
十
人
参
加

お
吉
墓
前
の
追
悼
法
要
十
時
四
十
五
分
～

　
　
読
経
と
市
長
等
の
挨
拶
後
全
員
焼
香
す
ま
せ
、
宝
福
寺
境
内
で
の
い
ろ
い
ろ

な
催
し
も
の
が
あ
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
、
お
吉
は
日
本
国
の
た
め
幕
府
に
利
用
さ
れ
、
唐
人
お

吉
と
云
わ
れ
な
が
ら
も
そ
の
功
績
は
大
き
く
又
、
そ
の
後
役
が
終
わ
る
と
世
間
は

冷
た
く
、
生
き
る

す
べ
を
無
く
し
た

悲
劇
的
生
涯
は
、

人
間
の
偏
見
と
権

力
、
そ
の
底
に

ひ
そ
む
も
の
を
、

お
吉
の
生
涯
か
ら

考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
　
　
　
合
掌

　
　
　
　
　
　
　

お吉ヶ淵にての法要

お吉墓前にての法要

芸能大会

特別講話

ハープ演奏
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活
動
報
告
　

第
三
十
四
回
門
信
徒
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　

･･･
大
熱
海
国
際
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　

優　

勝　

小
坂　

正
義 

さ
ん

　

準
優
勝　

落
合　

堅
二 
さ
ん

　

第
３
位　

吉
川　

安
敏 
さ
ん

報　

恩　

講

　
　

 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

一
六
〇
余
名

　

ご
講
師　

栁
川 

眞
理
子　

師

　

一
年
に
一
度
最
も
大
切
な
ご
法
要
で
す
。

　

親
鸞
聖
人
を
偲
び
、
生
き
る
「
力
」
を

　

い
た
だ
き
ま
す
。

七
五
三
参
り
（
恵
み
の
お
参
り
）

   

「
命
の
つ
な
が
り
、
命
の
尊
さ
」
を
伝
え
て
い
く
お
参
り
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　

遠
山　

研
介
（
け
ん
す
け
）
く
ん

　
　

※
平
成
十
九
年
一
月
四
生

　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
日

　
　

園
田　
　

薫
（
か
お
る
）　

ち
ゃ
ん

　
　

※
平
成
二
十
年
五
月
十
五
日
生   　
　

※
写
真
は
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載　

境
内
清
掃
作
業　

      　
　
　
　

平
成
二
十
三
年
十
二
月
四
日  

                      　
　
　
　

･･･

九
〇
余
名

    

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

　

感
謝
・
感
謝
。

除　

夜　

会 　

　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　･･･

百
十
余
名

　

百
八
ツ
ば
か
り
の
煩
悩
で
は
な
い

　

こ
と
を
知
り
、　

こ
れ
か
ら
は
少
し

　

ず
つ
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

修
正
会
・
新
年
会

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
一
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
余
名

　

心
新
た
に
出
発
。
今
年
こ
そ
は
と

　

毎
年
思
っ
て
い
る
自
分
が
い
た
。

★
こ
の
た
び
の
修
正
会
・
新
年
会
が
、

　

ボ
イ
ス
Ｑ（
F
M
み
し
ま
か
ん
な
み
）

　

に
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

平
成
二
十
三
年
度
下
期
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親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要（
ご
正
当
）

　

平
成
二
十
四
年
一
月
十
五
日
～
十
六
日

　
　
　
　
　
　

･･･

京
都
・
西
本
願
寺
（
本
山
）

　

例
年
参
拝
し
て
い
ま
す
、
ご
正
忌
報
恩
講
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
の

　

最
後
の
お
参
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
照
寺
衆
徒
「
本
持
信
宗
」「
藤
澤
直
樹
」

　

が
列
衆
と
し
て
出
勤
し
て
参
り
ま
し
た
。

初　

参　

式 　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
十
一
日

　

杉
山　

亮
太
（
り
ょ
う
た
）
く
ん

　

※
平
成
二
十
三
年
十
月
十
一
日
生

　

誕
生
の
喜
び
を
仏
様
に
報
告
し
、
感
謝
す
る
お
参
り
で
す
。

　

※
写
真
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
研
修
会　

 　
　
　

  

平
成
二
十
四
年
二
月
十
八
～
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

千
葉
県

　

先
輩
方
々
を
敬
い
な
が
ら
、

　

若
い
者
と
も
共
生
き
の
強
化

　

団
体
で
す
。

※
写
真
は
６
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

東
日
本
大
震
災
一
周
忌
追
悼
法
要　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
三
日

　

三
月
定
例
法
座
時
に
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

春
季
彼
岸
会
法
要　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
余
名

　

ご
講
師　

四
夷 

法
顕　

師

門
信
徒
会
親
睦
一
泊
研
修
旅
行

 　
　
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
～
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

･･･

寳
福
寺
（
下
田
市
）

　

下
田
に
あ
り
ま
す
寳
福
寺（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

　

に
て
、お
吉
祭
り　
（
唐
人「
お
吉
」追
悼
法
要
）へ

　

参
拝
し
て
き
ま
し
た
。

※
写
真
は
３
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

つ
き
じ
一
泊（
わ
ん
ぱ
く
）子
ど
も
会

　
　
　
　
　
（
東
京
教
区
少
年
連
盟
主
催
）

 　
　
　
　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
～
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        ･･･

築
地
本
願
寺

※
写
真
は
表
紙
、
７
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載



※各行事は、予定ですので、その都度、寺から案内を送付します。
※定例法座は毎月第１土曜日　午後７時より本堂にて開催。
※その他に親睦の集いを募集・計画中。

日頃の忙しさから解放されて
気持ちが軽くなる自分を発見
できるかもしれません。（ ）

今　 後　 の　 活　 動　 予　 定

6

平成24年

  ４月  ８日 (日) 祝入園・入学慶讃法要
     釈尊降誕・花まつり・落語の会  本　堂

  ４月 22 日 (日) 門信徒会親睦ボウリング大会  ジョイランド
    みしま
  ４月 26 日 (木) 門信徒会親睦ゴルフコンペ  

  ５月  ６日 (日) 門信徒会定期総会  本　堂
  ６月     日 (　) 門信徒会親睦研修旅行  東北方面
  ７月 22 日 (日) 境内清掃作業・親睦懇親会  境　内
  ８月 13 日～ 15 日 合同盆法要（全８回）  本　堂
  ９月 22 日 (土) 秋季彼岸会法要  本　堂
10 月 寺報（第 28 号）発行 

第
三
十
二
回
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
結
成
記
念
日
研
修
会               

平
成
二
十
四
年
二
月
十
八
日
～
十
九
日

多
聞
会
（
長
照
寺
仏
教
壮
年
会
）
副
会
長　

園
田　

茂
光

　

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
法
要
が
一
段
落
し
、
仏
教
壮
年
会

連
盟
結
成
記
念
日
研
修
会
が
千
葉
組
で
開
催
さ
れ
、
長
照
寺
よ
り
私
園
田
と
藤
澤

氏
の
２
名
に
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
の
た
め
新
幹
線
が
遅
れ
、
勝
浦
市
に
近
付
く
に
つ
れ
沿
線
に
積
雪
が

残
り
大
変
で
し
た
が
、
寒
い
中
何
と
か
開
催
地
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
三
百
十
余
名
の
参
加
者
で
は
じ
ま
り
、
藤
島
秀
天
講
師
の
話
し
に
聞
き

入
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
は
、
他
の
同
級
生
の
お
寺
で
、
毎
月
の
常
例
法
座
を
時
間
制
限
な

し
で
行
っ
て
い
る
話
し
が
あ
り
、
す
で
に
百
回
を
超
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た

報
恩
講
・
常
例
法
座
等
の
案
内
も
、
日
頃
気
づ
い
た
事
を
文
面
に
書
き
綴
り
、
文

書
伝
道
の
大
切
さ
を
お
寺
の
案
内
状
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

そ
し
て
講
師
の
先
生
い
わ
く
、
読
む
こ
と
も
大
事
で
あ
る
が
、
聴
聞
を
重
ね
る

大
切
さ
も
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
研
修
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
最
後
に
先
生
か
ら
昨
年
の
三
月
十
一
日

を
悼
ま
れ
た
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
思
い
ま
す
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

が
過
ぎ
た
中
、ガ
レ
キ
の
処
理
も
進
ま
な
い
、日
本
は
ど
う
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ

う
か
？

　

ガ
レ
キ
処
理
に
あ
た
り
大
変
な
問
題
は
あ
っ
て
も
、
い
つ
か
は
我
々
の
町
で
も

困
っ
た
問
題
は
起
き
る
可
能
性
は
有
る
と
思
い
ま
す
。
我
が
町
で
も
受
入
に
協
力

し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
親
鸞
聖
人
大
遠
忌
の
お
心
は『
世
の
中　

安
穏
な
れ　

仏
法
ひ
ろ
ま
れ
』

『
朋
友
の
輪
を
拡
げ
よ
う
』
で
し
た
。

　

我
々
の
安
穏
な
れ
・
・
・
は
日
々
、
頑
張
る
事
と
同
時
に
被
災
を
さ
れ
た
方
々

の
お
心
に
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
事
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
合
掌

新天城にっかつ
ゴルフクラブ
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つ
き
じ
一
泊
（
わ
ん
ぱ
く
）
子
ど
も
会

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
九
～
三
十
日

門
信
徒
　
前 

島　

康 

二

　
僕
は
、
三
月
二
十
九
日
、
三
十
日
に
築
地
本
願
寺
に
て
、
つ
き
じ
一
泊
（
わ
ん

ぱ
く
）
子
ど
も
会
に
参
加
し
た
。
そ
れ
に
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま

で
の
全
五
十
四
名
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
三
十
名
、
計
八
十
四
名
が

参
加
し
た
。

　
築
地
本
願
寺
に
着
い
て
思
っ
た
こ
と
は
、
と
に
か
く
境
内
が
広
か
っ
た
。
そ
し

て
、
本
堂
に
入
っ
て
見
て
み
る
と
、
と
て
も
大
き
く
圧
倒
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
礼

拝
の
歌
や
真
宗
宗
歌
を
歌
っ
た
。

　
そ
の
後
、
築
地
本
願
寺
の
境
内
を
探
検
し
た
。
中
で
も
、
お
目
当
て
の
動
物
な

ど
の
像
を
探
す
の
が
大
変
だ
っ
た
。

　
築
地
探
検
が
終
わ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
鷲
元
明
誠
先
生
か
ら
阿
弥
陀
様
に
つ
い
て

お
話
を
聞
い
た
。
鎌
倉
の
大
仏
と
、
お
寺
の
仏
様
は
、
同
じ
阿
弥
陀
様
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
僕
が
こ
の
会
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の
が
、
ツ
キ
ジ
ン
ピ
ッ
ク
だ
。
み
ん
な
で
協

力
し
て
班
の
友
達
と
友
情
が
深
ま
っ
た
と
思
う
。

　
次
の
日
、
朝
七
時
か
ら
仮
本
堂
で
晨
朝
勤
行
参
拝
（
ジ
ン
ジ
ョ
ウ
ゴ
ン
ギ
ョ
ウ

サ
ン
パ
イ
）
を
し
た
。
少
し
長
か
っ
た
が
、
心
の
中
が
無
に
な
っ
た
気
が
し
た
。

　
そ
の
後
、
朝
食
を
取
り
、
A
N
A
機
体
工
場
に
て
工
場
見
学
を
し
た
。
飛
行

機
の
パ
ー
ツ
一
つ
一
つ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
く
感
心

し
た
。

　
来
年
も
こ
う
い
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
行
き
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　

　
　                                                                          

　
合 

掌

ツキジンピック

築地本願寺内探検

修了証授与

ANA 機体工場内

研修風景

ANA 機体工場内



●法話をまとめた小冊子第1～5巻が
　発行されています。
　　　　お尋ねください。

朝7時40分（5分間）

毎週水曜日

☆お寺からのお便りは、家族皆さん必ず読んで頂く
　習慣をつけましょう。
☆お寺は「よろず相談処」です。
日頃悩んでいる事がありましたら、何でもご相談
ください。
☆次回寺報は、平成24年10月発行予定です。

●ご意見・ご要望は、寺務所まで
〒411-0044三島市徳倉1195-817
TEL・FAX０５５-９８８-３９００
編集人＝長島・菊沢・斉藤・園田　

8

平成 23 年度下期の行事

七五三参り（恵みのお参り）
（平成23年11月21日）
遠山　研介（けんすけ）君

七五三参り（恵みのお参り）
（平成23年12月30日）
園田　薫（かおる）ちゃん

修正会・新年会
（平成24年1月4日）
ボイスＱ取材風景

初　参　式
（平成24年2月11日）
杉山　亮太（りょうた）君


